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Shimane Atomic Information

測　定　結　果 平常の変動幅（137Cs）試 料 区 分
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測　定　結　果 平常の変動幅（90Sr）試 料 区 分

ほうれん草 0.07 0.07～0.19

●ガンマ線スペクトロメトリーによる分析結果（平成25年1月～3月採取分） ●ストロンチウム90測定結果（平成24年12月採取分）

　一部の試料から福島第一原発事故や過去の大気圏
内核実験によるものと思われる微量の放射性物質を
検出しましたが、島根原子力発電所の影響は認められ
ませんでした。

環境試料中の放射能
－農畜産物、海産生物、土壌、水、塵などに含まれる
　　　放射性物質の種類と量を測定しています－

温排水調査結果  －島根原子力発電所から放出される、温排水の環境への影響を調査しています－
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単位：ナノグレイ／時（nGy／時）
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雲南市役所（木次）

　平成24年3月より、持ち運びのできる可搬型モニタリングポストを8地点に設置し、空間放射線
線量率を測定しています。

可搬型モニタリングポストによる測定結果 （平成25年1月～3月）

※ND：検出下限値未満
※「平常の変動幅」は平成22年度までの過去10年間の最小値から最大値までの範囲です。
※137Cs：セシウム137、131I：ヨウ素131
※ガンマ線スペクトロメトリー対象核種～原乳：131I、その他の試料：54Mn、59Fe、
58Co、60Co、137Cs　（一部試料については131I）

※単位：浮遊塵 マイクロベクレル/m3、原乳 ミリベクレル/ℓ、農産物・海産生物 ベク
レル/kg（生）

※「平常の変動幅」は前年度までの過去10年間の最小値から最大値までの範囲です。
※90Sr：ストロンチウム90　※単位：ベクレル／kg（生）
※ストロンチウム90の分析・評価には時間を要するため、1期ずらして報告すること
があります。

※発電所から10km圏内の測定値は、P4をご覧下さい。 ▲凡例 ：固定型モニタリングポスト
 ：可搬型モニタリングポスト

　現在、1・2号機が定期検査中、3号機が建設中ですが、発電所周辺の海域における
水温分布等の調査は引き続き実施しています。

※詳細な調査結果は冊子『島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果（平成24年度・第4四半期）』にとりまとめ、県立図書館等に配布するほか、ホームページでも公開します。

今期の調査結果を検討・評価したところ、異常は認められませんでした。

食品群
一般食品
牛乳

基準値
100
50

食品群
乳児用食品
飲料水

基準値
50
10

●参考　食品中の放射性セシウムの基準値※（平成24年4月より適用）

※食品衛生法の規定により、食品に
含有されるものであってはならな
いとされる値

単位：ベクレル/kg
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